
平成２１年度一般会計当初予算説明資料
７款 商工費

２項 工鉱業費 産業振興戦略総室（内線:７６９０）→事業実施：産業振興総室
２目 中小企業振興費 （単位：千円）

財 源 内 訳 備
事 業 名 本 年 度 前 年 度 比 較

国 庫 支 出 金 起 債 そ の 他 一般財源 考

地域資源活用
・農商工連携 14,602 3,194 11,408 14,602
促進事業

トータルコスト 27,030円（前年度 9,283千円）

従事する職員数 正職員：1.5人

主な業務内容 地域資源ﾌｧﾝﾄﾞ、農商工連携ﾌｧﾝﾄﾞの制度設計、農商工連携ネットワークの推進

事業内容の説明

１ 事業の概要
本県の特徴ある地域資源の活用、活発な農商工連携の促進のため、県と(財)鳥取県産業振興

機構が一体となり、各種支援制度を通じて県内中小企業、農林漁業者等の取組を支援すること
によって、「打って出る鳥取県産業」、「食のみやこ鳥取県」の活性化を目指す。

〔主な変更点〕
地域資源活用、農商工連携の更なる促進を図るため、(財)鳥取県産業振興機構が専門員（地

域資源、農商工連携各１名）を設置する経費及び新たに派遣する県職員１名（農林技師）に係
る経費について助成を行う。

２ 事業内容
〔内 容〕

○農商工連携の本格的促進のための機構の体制強化（８，２２０千円）
農林水産業界と商工業界のコーディネート役として(財)鳥取県産業振興機構に県職員（農林

技師）を派遣し、機構のノウハウや農商工連携促進ネットワーク（下図参照）を活用し、事業
を円滑に実施する。

○地域資源ファンド・農商工連携ファンドによる助成事業の運営（６，３８２千円）
事業実施主体の(財)鳥取県産業振興機構に専門員（地域資源、農商工連携１名）を引き続き

配置し、事業を円滑に実施するとともに、一層の案件発掘や充実したフォローアップを行う。

［支援フロー］

（参考）地域資源ファンド、農商工連携ファンド
地域資源を活用又は農商工等が連携して行う新商品開発、販路開拓等に対し、各ファンドの

運用益により経費の一部を助成（地域資源：約９千万円、農商工連携：約４千万円）。
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